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フリースクール等における活動を出席扱いとする 

判断基準に関する調査 
（令和６年３月実施・５４市町村回答） 

 
  1 教育委員会として基準を定めている           ４

２ 文部科学省の基準を用いている   １５

３ 文部科学省を参考に教委として独自の基準 ６

４ 教委としては基準を定めておらず、校長判断  １１

５ 校長判断だが、教委から統一的な助言 １７

  ６ その他（フリースクールに通う生徒いない） １

 



 

205 

 

不登校児童生徒がフリースクール等の民間団体・施設等において、 
相談・指導を受けた際の取扱い等に関する調査 
（令和６年１２月５日実施・５２市町村回答） 
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千葉県庁
〒260-8667 千葉市中央区市場町1-1

更新日：令和6(2024)年12月18日 ページ番号：723040

発表日：令和6年12月18日

千葉県教育庁教育振興部学習指導課

電話：043-223-4056

ホーム > 教育・文化・スポーツ > 教育・健全育成 > 学校教育 > 入試・検査 > 高等学校入学者選抜情報 > 令和8年度高等学校入学者選抜情報 > 令和8年度（令和

7年度実施）以降の千葉県公立高等学校入学者選抜の改善点について

千葉県教育委員会

県教育委員会では、千葉県公立高等学校入学者選抜に関する協議会を設置して、入学者選抜の改善を検討しています。検討の結果を踏ま

え、令和8年度（令和7年度実施）以降の入学者選抜において、以下のとおり改善を行います。

配慮の必要な生徒の心理的負担等とならないよう、調査書の記載項目を精選します。削除する項目は、以下の4つとなります。

総合的な学習の時間の記録

出欠の記録

行動の記録（第3学年）

総合所見

　なお、令和7年度入学者選抜においても、不登校経験を有する生徒について、在籍する学校における出席の状況のみをもって不利益な取扱い

をしないこととしています。また、欠席が多い理由について説明するために、自己申告書を提出することができます。自己申告書が提出された

ことによって不利益な取扱いをすることはありません。

　本県の令和6年度入学者選抜では、「話すこと・聞くこと」の領域に関して、「放送による聞き取り検査」のみで出題していました。

　「放送による聞き取り検査」に代わり、話し合いの場面等を設定した文章による出題とすることで、「話すこと・聞くこと」の領域に関する資

質・能力を複数の問題から、見取ることができるようにします。

お問い合わせ

所属課室：教育振興部学習指導課学力向上推進室

電話番号：0120-23-1008

ファックス番号：043-221-6580

メールでお問い合わせ

令和8年度（令和7年度実施）以降の千葉県公立高等学校入学者選抜の改善点について

1　調査書の記載項目の精選（令和8年度入学者選抜から）

2　学力検査「国語」における「放送による聞き取り検査」の見直し（令和9年度入学者選抜から）
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  令 和 ６ 年 ６ 月 １ ４ 日 

千葉県教育庁教育振興部 
  児 童 生 徒 安 全 課 

０４３－２２３－４０５５ 

 
 
 
 
 
 

 

 １ 調査の内容 

（１）調査対象：県内小中学校の不登校児童生徒（※）及びその保護者、県内フリース 

クール等  

※令和４年度（小学校１年生・中学校１年生の場合は令和５年度）に、３０日以上 

学校を欠席した児童生徒 

（２）調査期間：令和５年１２月１３日（水）～令和６年１月２２日（月） 

     ※調査は、三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社に委託  

（３）質問項目：①不登校児童生徒 

学校を休み始めた時期／学校に行きたくないと思ったきっかけ／

自分の気持ちを相談できたか／学校を休んでいる間の暮らし／学校

を休んでいるときの気持ち／学校を休んでいる間の支援／支援や環

境に対するニーズ 

         ②保護者 

          子供の不登校の状況／子供との関わり方／相談・支援の状況／ 

ＩＣＴ環境・活用状況／必要な相談・支援等 

         ③フリースクール 

          団体・施設の概要／その体制及び活動内容／家庭や関係機関との 

連携 

（４）回答率等：① 不登校児童生徒 19.2％（回答数1,753/対象数9,131）  

② 保護者 19.4％（回答数1,775/対象数9,131） 

③ フリースクール等 46.0％（回答数 52／対象数 113） 

（５）公表方法：県ホームページに調査報告書を掲載 

  https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/jisei/seitoshidou/jittaichosa/jittaichosahokoku.html 
 

本調査は，不登校児童生徒の教育機会の確保に関する施策を総合的に推進する

ため、支援を必要とする子供たちやその保護者のニーズや、フリースクール等の 

民間団体の活動状況及び諸課題を把握し，今後の施策の推進に役立てることを目的

に令和 5 年度に実施したものです。 

 

不登校児童生徒等実態調査の結果について 

 

 
 
 
 
QR ｺｰﾄﾞ 
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２ 調査結果【概要】 

（１）不登校児童生徒 

①回答した児童生徒の学年 

児童生徒の回答者は、小学生が 41.5％、中学生が 57.0％であった。 

 

 

 

 

②令和４年度に学校を休んだ日数（学校種別） 

 「180 日より多い」が最も多く 35.7%、次いで「わからない」が 20.0％、「90～180 

日くらい」が 17.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

小学1年生 2.1%
小学2年生 4.1%

小学3年生 6.0%

小学4年生 7.5%

小学5年生 9.8%

小学6年生
12.0%中学1年生

14.4%

中学2年生
19.0%

中学3年生
23.6%

答えたくない 1.5%
(n=1753)

13.3%

16.5%

11.1%

11.5%

13.6%

10.0%

17.4%

16.8%

18.0%

35.7%

30.3%

40.0%

20.0%

21.3%

18.9%

2.2%

1.5%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

小学生

中学生

(n
=1
75
3)

(n
=7
27
)

(n
=9
99
)

30～60日くらい 60～90日くらい 90～180日くらい 180日より多い わからない 答えたくない
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② 学校に「行きたくない」と思ったきっかけ（学校のこと） 

「先生のことで気になることがあった（先生が好きではなかった、怖かった）」が

最も多く 27.9％、次いで、「勉強が分からない、授業についていけなかった」が

24.9％、「友達のことで気になることがあった（嫌がらせやいじめがあった）」

22.2％となっている。 

 
 

 

 

22.2%

21.9%

27.9%

11.1%

24.9%

6.7%

15.2%

13.3%

9.4%

7.2%

8.8%

13.2%

13.1%

13.9%

5.9%

0% 10% 20% 30%

友達のことで気になることがあった（嫌がらせやいじめがあった）

友達のことで気になることがあった（嫌がらせやいじめはなかった）

先生のことで気になることがあった（先生が好きではなかった、怖かった）

先生のことで気になることがあった（暴力やひどい言葉があった）

勉強が分からない、授業についていけなかった

勉強が簡単すぎて授業がつまらなかった

授業の時間や教室の光、音などで気になることがあった

体育や運動の時間がついていけなくて嫌だった

係の活動や運動会などの行事で気になることがあった

クラブや部活動のことで気になることがあった

学校の決まりのことや制服で気になることがあった

学校やクラスが変わったとき（入学など）、
新しい学校・クラスで気になることがあった

選択肢とはちがう理由で気になることがあった

あてはまるものはない

答えたくない

(n=1753)
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③ 学校を休んでいるときの気持ち 

「そう思う」「すこしそう思う」の合計を見ると、「自由な時間でうれしい」

（70.2％）、「ほっとする楽な気持ち」（67.1％）の回答が多い一方で、「勉強が心

配、気になる」（70.3％）、「将来が心配、気になる」（65.0％）、「学校の友達が自分

のことをどう思っているのか気になる」（61.2％）という回答も多くなっている。 
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40.2%
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17.2%
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12.5%
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ほっとする楽な気持ち

自由な時間でうれしい

早く学校にもどりたい

勉強が心配、気になる

将来が心配、気になる

自分のことが好きじゃない

学校の先生たちが自分のことをどう思っているのか気になる

学校の友達が自分のことをどう思っているのか気になる

家族が自分のことをことをどう思っているのか気になる

(n
=1
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3)
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3)
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3)
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75
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そう思う すこしそう思う あまりそう思わない そう思わない 答えたくない
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④ 学校を休んでいるときにあった・行ったこと 

「学校の先生が電話をしてきた」が最も多く 87.0%、次いで、「病院へ行った」が 

55.0%、「学校の先生が家に来た」が 53.5%となっている。 

⑥どんな場所に行きたいか 

「何時に行ってもいい（遅刻、早退をしてもいい場所）」が最も多く 60.6％、    

次いで、「ゆっくり休めるスペース・場所がある」57.4％となっている。 

 

53.5%

87.0%

51.7%

28.0%

19.2%

39.6%

11.2%

55.0%

42.6%

9.5%

43.9%

67.4%

76.9%

56.6%

85.3%

40.7%

3.9%

3.5%

4.4%

4.7%

3.9%

3.7%

3.5%

4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

学校の先生が家に来た

学校の先生が電話をしてきた

保健室や、学校の相談室に行った

学校ではない県や市のやっている相談室へ行った

フリースクールへ行った

習い事へ行った

オンラインの習い事をした

病院へ行った

(n=
175
3)

(n=
175
3)

(n=
175
3)

(n=
175
3)

(n=
175
3)

(n=
175
3)

(n=
175
3)

(n=
175
3)

あった なかった 答えたくない

60.6%

57.4%

50.0%

46.3%

50.6%

44.0%

18.1%

34.9%

31.6%

5.5%

5.5%

5.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

何時に行ってもいい（遅刻、早退をしてもいい場所）

ゆっくり休めるスペース・場所がある

一人きりになれるスペース・場所がある

自分の好きな教科・内容の勉強ができる

自分の好きなペースで勉強ができる

友達といっぱい遊べる

先生といっぱい話せる

しばらく学校を休んだことがある友達がいる

チームで勉強するか一人で勉強するかを選べる

その他

選択肢には行きたいと思う場所はない

答えたくない

(n=1753)
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（２）保護者 

⑦子供との関わりについて 

 「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」を合わせると、「子供の気持ちを 

理解するよう努力した」95.8%、「日常会話や外出など、子供との普段の接触を増やし 

た」82.2%、「子供の進路や将来について不安が大きかった」80.4%となっている。 

 
    

⑧学校や関係機関に関する、保護者から子供への働きかけ 

「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」を合わせると、「学校に登校するか

どうかは、子供の意思を尊重した」が最も多く 95.8％となった。 

 
 

38.5%

60.3%

14.4%

26.0%

52.5%

43.7%

35.5%

35.1%

38.4%

27.9%

12.3%

2.3%

33.7%

22.5%

11.3%

4.8%

1.2%

16.0%

12.5%

7.8%

0.6%

0.7%

0.7%

0.7%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

日常会話や外出など、子供との普段の接触を増やした

子供の気持ちを理解するよう努力した

子供の気持ちが理解できないと感じた

子供にどのように対応していいのかわからなかった

子供の進路や将来について不安が大きかった

(n=
177
5)

(n=
177
5)

(n=
177
5)

(n=
177
5)

(n=
177
5)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 答えたくない

6.8%

7.5%

20.0%

29.9%

25.0%

19.2%

10.4%

66.0%

48.7%

47.4%

27.3%

24.1%

37.3%

26.7%

29.7%

34.5%

28.2%

29.8%

38.6%

34.8%

33.3%

33.0%

19.2%

13.7%

16.9%

24.2%

30.3%

2.9%

9.5%

12.1%

31.2%

34.5%

22.9%

28.9%

27.8%

20.3%

30.0%

0.8%

1.9%

4.9%

1.5%

0.8%

0.6%

0.7%

0.6%

1.7%

1.1%

0.5%

1.4%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

登校を促すことは重要だと思う

登校を頻繁に促した

進路や転校の情報を与えた

教育支援センター（適応指導教室）の情報を与えた

フリースクール等の民間施設の情報を与えた

学校を欠席することのリスクや現実の厳しさを伝えることは重要だと思う

学校を欠席することのリスクや現実の厳しさを頻繁に伝えた

学校に登校するかどうかは、子供の意思を尊重した

無理して学校に行く必要はないと思う

無理して学校に行く必要はないと子供に伝えた

(n=
177
5)

(n=
177
5)

(n=
177
5)

(n=
177
5)

(n=
177
5)

(n=
177
5)

(n=
177
5)

(n=
177
5)

(n=
177
5)

(n=
177
5)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 答えたくない
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⑨今、子供のことで困っていること 

「勉強・学力」（68.8%）、「進路・将来」（59.7%）の回答が多い。 

 

 

⑩スクールカウンセラーへの相談 

    実際に相談を利用し、「よかった」等の肯定的な回答が 44.9％、否定的な回答が 

12.6％、「利用できず残念」が 12.6％であった。 

 
 

 

68.8%

59.7%

43.4%

38.2%

36.7%

30.4%

11.1%

13.5%

2.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

勉強・学力

進路・将来

同世代との交流が少ない

生活リズムの乱れ

ゲームやインターネットへの依存

自分の仕事と子供の世話との両立

家族や親戚への対応

その他

答えたくない

(n=1775)

23.4%

25.1%

22.3%

21.5%

21.5%

21.5%

7.5%

7.7%

7.3%

5.1%

5.6%

4.7%

21.5%

21.1%

21.6%

12.6%

11.2%

13.7%

8.5%

7.8%

8.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

小学生

中学生

(n
=1
77
5)

(n
=
74
4)

(n
=1
01
7)

行われた／よかった 行われた／どちらかといえばよかった 行われた／どちらかといえばよくなかった
行われた／よくなかった 行われなかった／行われなくてよかった 行われなかった／行われず残念
答えたくない
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⑪学校によるオンラインを活用した学習支援 

    「行われずに残念」が 33.1％で最も多い。 

 

 

⑫民間施設（フリースクール等）へ通所 

    「知っていたが利用しなかった」が 65.0％で最も多い。 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

10.2%

13.6%

7.8%

14.1%

14.8%

13.5%

7.2%

6.9%

7.4%

5.3%

5.8%

4.9%

18.1%

19.9%

17.0%

33.1%

29.3%

35.9%

11.9%

9.8%

13.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

小学生

中学生

(n
=1
77
5)

(n
=7
44
)

(n
=1
01
7)

行われた／よかった 行われた／どちらかといえばよかった 行われた／どちらかといえばよくなかった
行われた／よくなかった 行われなかった／行われなくてよかった 行われなかった／行われず残念
答えたくない

8.1%

11.6%

5.6%

3.2%

3.2%

3.1%

1.2%

1.6%

0.8%

0.8%

1.1%

0.6%

65.0%

61.7%

67.6%

18.3%

16.5%

19.6%

3.4%

4.3%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

小学生

中学生

(n
=1
77
5)

(n
=7
44
)

(n
=1
01
7)

利用した／よかった 利用した／どちらかといえばよかった
利用した／どちらかといえばよくなかった 利用した／よくなかった
利用しなかった／知っていたが利用しなかった 利用しなかった／知らなくて利用しなかった
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⑬「知っていたが利用しなかった」理由：民間施設（フリースクール等）へ通所 

    「子供が嫌がったから」が最も多く 58.0％、次いで、「利用料金が高かったから」

23.9％となっている。 

 
 

⑭支援機関を利用し始めてから子供に変化が見られたか 

 「変化が見られた」が 58.0%、一方「変化が見られなかった」は 31.7%。 

 

⑮変化の具体的な内容 

 「元気が出てきた」が最も多く 68.1％、次いで、「外出の回数が増えた」が 48.4％。 

 

12.0%

23.9%

18.4%

17.1%

58.0%

17.9%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

他の支援機関を利用して十分だったから

利用料金が高かったから

自宅から遠かったから（近くになかったから）

家族が送迎しなければならなかったから

子供が嫌がったから

その他

答えたくない

(n=1154)

変化が見られた
58.0%

変化が見られなかった
31.7%

答えたくない
10.2%

(n=898)

48.4%

68.1%

28.8%

16.9%

18.8%

0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

外出の回数が増えた

元気が出てきた

家族との会話が増えた

学校に行けるようになった

その他

答えたくない

(n=521)
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⑯支援機関を利用し始めてから家族に変化は見られたか 

  「変化が見られた」が 59.4%、一方「変化が見られなかった」が 30.5%。 

 

 

 

⑰変化の具体的な内容 

 「以前よりも気持ちが楽になった」86.3％で最も多く、次いで、「子供の状況を 

受け入れられるようになった」が 65.9%となっている。 

 

  

変化が見られた
59.4%

変化が見られなかった
30.5%

答えたくない
10.1%

(n=898)

43.3%

86.3%

32.5%

65.9%

9.9%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

学校へ行かなくてもよいと思うようになった

以前よりも気持ちが楽になった

子供との会話が増えた

子供の状況を受け入れられるようになった

その他

答えたくない

(n=533)
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⑱インターネットでどのようなことに参加させたいか 

「お子さんの学校とは関係なく、お子さんのペースにあわせて選べる授業へのオン

ライン参加ライブ配信」が最も多く 57.5％、次いで、「お子さんが好きなときに科

目を選んで見られる録画授業の配信」52.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

37.7%

12.1%

57.5%

48.8%

29.0%

52.8%

10.9%

29.7%

15.1%

26.2%

30.3%

1.5%

4.3%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

学校のお子さんのクラスの授業へのオンライン参加

学校の、お子さんが知らない先生の授業へのオンライン参加

お子さんの学校とは関係なく、お子さんのペースにあわせて選べ
る授業へのオンライン参加ライブ配信

オンラインによる個別学習指導

教科以外で教養を高めるオンラインによる講義

お子さんが好きなときに科目を選んで見られる録画授業の配信

オンラインによるホームルーム

メタバース（インターネット上の仮想空間）を
活用した児童生徒同士の交流

オンラインによる教員との相談

オンラインによる学校内の専門職
（スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー等）との相談

オンラインによる学校外の専門職
（心理士、精神保健福祉士、社会福祉士等）との相談

答えたくない

その他

参加してみたいと思わない

(n=1775)
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⑲学校を休んでいる時、どのような場所で過ごさせたいか（自宅以外） 

 「誰かと関われる場所」74.3％と最も多く、次いで、「勉強を教えてくれる場所」

62.3%、「自由に過ごせる場所」59.5％となっている。 

 
 

⑳不登校児童生徒への支援において、今後どのような取組が必要だと思うか 

 「市町村立の学びの多様化学校（不登校特例校）の設置」が 69.5％と最も多く、 

次いで、「県立の学びの多様化学校（不登校特例校）の設置」が 45.4％、「現在の相談

機関の周知」が 43.0％となっている。 

 

62.3%

59.5%

12.8%

43.5%

74.3%

2.5%

8.4%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

勉強を教えてくれる場所

自由に過ごせる場所

一人で遊べる場所

のんびりできる場所

誰かと関われる場所

特にない

その他

答えたくない

(n=1775)

43.0%

29.5%

24.5%

22.1%

41.3%

17.3%

69.5%

45.4%

30.8%

39.7%

30.1%

18.8%

15.4%

3.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

現在の相談機関の周知

行政の相談場所の増加

民間の相談場所の増加

オンラインによる相談

市町村立の教育支援センターの充実

県立の教育支援センターの設置

市町村立の学びの多様化学校（不登校特例校）の設置

県立の学びの多様化学校（不登校特例校）の設置

民間のフリースクール等の増加

学校によるオンラインを活用した学習支援

教育支援センターによるオンラインを活用した学習支援

民間施設によるオンラインを活用した学習支援

その他

答えたくない

(n=1775)
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（３）フリースクール等民間団体への調査 

㉑フリースクールから見た不登校児童生徒が利用するにあたっての課題 

「家庭に課題のある子どもがいるが、家庭への支援までは難しい」が最も多く

38.5％、次いで、「授業料や入会金・初期費用の金銭的負担が大きい」34.6％とな

っている。 

  

 

㉒スタッフ数（総数）当たり団体・施設数 

 「５～６人」が 23.1％と最も多い。

 

30.8%

7.7%

13.5%

30.8%

38.5%

15.4%

21.2%

21.2%

21.2%

28.8%

34.6%

21.2%

9.6%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

習熟度のレベルが多様で個々の教育ニーズに対応することが難
しい

オンライン授業の要望への対応が難しい

相談支援や心理的ケアを充実させることが難しい

専門職による支援が必要な児童生徒が増加している（障害、
発達特性、外国籍、希死念慮、経済的困窮等）

家庭に課題のある子どもがいるが、家庭への支援までは難しい

通所に長時間要する児童生徒が多い

保護者の送迎が困難な児童生徒が多い

通所するための公共交通機関が乏しい

通所するための交通費が高い

自団体・施設の認知度が低い

授業料や入会金・初期費用の金銭的負担が大きい

その他

特に課題はない

無回答

(n=52)

17.3% 17.3%

23.1%

11.5%

5.8%

19.2%

3.8%
1.9%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

1～2人 3～4人 5～6人 7～8人 9～10人 11～15人 16～20人 無回答

(n=52)
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㉓フリースクール等の活動内容 

「相談、カウンセリング」が 86.5％と最も多く、次いで、「個別の学習」「芸術活動

（音楽、美術、工芸など）」がともに、73.1%となっている。 

 
 

㉔会費（授業料）の徴収 

 「会費（授業料）を徴収している」が 63.5％、「会費（授業料）を徴収していな 

い」が 28.8％となっている。 

 

73.1%

30.8%

57.7%

57.7%

67.3%

73.1%

67.3%

23.1%

46.2%

30.8%

86.5%

23.1%

53.8%

9.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

個別の学習

授業形式（講義形式）による学習

社会体験（見学、職場体験など）

自然体験（自然観察、農業体験など）

調理体験（昼食づくりなど）

芸術活動（音楽、美術、工芸など）

スポーツ体験

宿泊体験

子供たちによるミーティング

学習成果、演奏や作品などの発表会

相談、カウンセリング

家庭への訪問

親の会などの保護者同士の交流の場の設定

その他

無回答

(n=52)

会費（授業料）を
徴収している 63.5%

会費（授業料）を
徴収していない
28.8%

無回答
7.7%

(n=52)
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㉕全体の運営費のうち、入会金・初期費用、会費（授業料）の月額、及びその他の 

納付金の収入により賄える程度 

「全額賄える」「70～90％程度賄える」を合わせると 26.9％、「ほとんど賄えない」 

「収入なし」を合わせると、46.2％となっている。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

全額賄える 17.3% 70～90％程度賄え
る 9.6%

40～60％程度賄え
る 9.6%

20～30％程度賄える 5.8%

賄えるのは20％未満
である 5.8%

ほとんど賄えない
23.1%

入会金・初期費用、
会費（授業料）及
びその他の納付金の
収入なし 23.1%

無回答 5.8% (n=52)



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フリースクール等に関するモデル事業調査報告 
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委員執筆者 保坂 亨（千葉大学 教育学部 名誉教授） 

 
重 歩美（千葉工業大学 工学部 教育センター 助教） 
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